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【背景・目的】 High Fructose Corn Syrup (HFCS) は清涼飲料水等に利用され、誰しもが

日常的に摂取している。HFCS 消費量の増加から妊婦の摂取量も増加しており、次世代への

影響が懸念されている。我々は、母獣の HFCS 過剰摂取が仔の血中コルチコステロン濃度

に及ぼす影響及びその調節機構への影響について解析を行った。 

【方法】妊娠・授乳期の母獣に蒸留水もしくは 20 %HFCS 水を摂取させ、生まれた仔ラッ

トをそれぞれ Control (C) 群、HFCS (H) 群とした。離乳後は両群とも蒸留水を摂取させ

飼育した。60 日齢にて解剖を行い、血清、肝臓、腎臓、副腎、筋組織、脂肪組織をそれぞ

れ摘出した。Multiplex ELISA Assay にて血中コルチコステロン濃度、HPLC を用いてコル

チコステロン代謝に関わる 11 beta Hydroxysteroid dehydrogenase (Hsd11b) 活性を解析し

た。定量リアルタイム PCR 法にて本酵素の遺伝子発現量、ウエスタンブロット法にて本酵

素のタンパク発現量を測定した。 

【結果】 60 日齢にて C 群、H 群でカロリー摂取量、体重推移に有意な差はなかった。血

中コルチコステロン濃度は C 群と比較し H 群で有意な増加を示した (p < 0.05) 。腎臓の

Hsd11b2 活性は C 群と比較して H 群で 0.8 倍有意な低下を示した (p < 0.05) 。腎臓の

Hsd11b2 タンパク質発現量は C 群と比較し H 群で 0.65 倍の有意な低下を示した (p < 

0.05) 。 

【考察】 Hsd11b2 活性の低下によって血中コルチコステロン濃度が増加し、糖尿病や高血

圧などを発症させる可能性がある。 

【結論】 妊娠・授乳期の HFCS 過剰摂取によって仔の腎臓 Hsd11b2 活性が低下し、血中

コルチコステロン濃度が高値になることが示唆された。 

 

 

  


